
 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 の 予 定   

日 曜 行  事  予  定 
完全 
下校 

1 土   

2 日   

3 月 1 学年職場体験学習（7 日まで） 15:30 

4 火 2 学年冬季体験学習（6 日まで） 16:30 

5 水  16:30 

6 木 P：学力 16:30 

7 金  17:15 

8 土   

9 日 里山の会（芋煮会）  

10 月 3 学年後期期末テスト（13 日まで） 17:15 

11 火 建国記念の日  

12 水 ネットワーク会議 17:15 

13 木 1，2 年実力テスト P：生徒会 17:15 

14 金 1，2 年授業参観・学級懇談 17:15 

15 土 第 2 回 PTA 資源回収  

16 日 資源回収予備日  

17 月 県公立高校入試 出願日（18 日 12:00 まで） 17:15 

18 火  17:15 

19 水 部活動午後練習なし 15:25 

20 木 

県公立高校入試志願先変更(21 日 16:00 まで) 

よしなび  くまなび(最終回) 

テスト前部活動中止(27 日まで) 

17:00 

21 金 ハッピー愛語 DAY  よしなび 17:00 

22 土   

23 日 天皇誕生日  

24 月 休日  

25 火 1,2 学年後期期末テスト（27 日まで） 16:30 

26 水  16:30 

27 木 P:教職員 16:30 

28 金 
県公立高校入試 学力検査  

3 年生給食なし 
17:15 

29 土   

新たな目標に向かって頑張ろう 

熊谷市立吉岡中学校長 井 出  徹 

後期後半が始まり、1ヶ月たちました。新年の抱負は実践できているでしょ 

うか。もう一度新年の抱負を思い出し、しっかりとした目標を持ち、実践して 

いきましょう。 

ここで、冬休み明けの集会の話を思い出してください。まず、1年生ですが、 

職場体験学習があります。大切なことは、自分の意思をしっかり伝えるという 

ことです。このことを意識していきましょう。 

 次に、2 年生ですが、冬季体験学習と立志式という大きな行事があります。 

たくさんの体験、たくさんの友人との関わりを通し、冬季体験学習で切磋琢 

磨し、立志式では一回り成長した姿を見せて下さい。 

 最後に 3 年生です。いよいよ受験が目の前に迫ってきました。後悔しないためにも 1 日 1 日を大

切にしていって下さい。自信を持って受験の日が迎えられるよう、計画を立てて実践していきましょ

う。そして、ここにいる全員で卒業式をお祝いしましょう。 

 １年生から３年生まで共通して言えることは、「４つのｃｈ」です。うまくいかなかったときには

原因を考え、気持ちを切り替えてチャレンジしていきましょう。そのうちどうにかなると思って何も

しないでいると、結局何もできません。実践あるのみです。 

 ここで、新聞から見つけた『聞き上手』という言葉がありましたので紹介します。 

 

 

 

 

 

              

       

 皆さんは、橋本さんの言葉にあった「お客様」を「友人」と置き換えると良いと思います。友達に

対し『きき上手』となり、良い友人関係を築くことで、後期後半協力して頑張っていきましょう。 

 最後に、星野富弘さんの詩を贈ります。 

  鏡に映る 顔を見ながら 思った 

    もう 悪口を いうのは やめよう 

    私の口から 出た ことばを 

    いちばん近くで 聞くのは 私の耳なのだから 

           星野富弘 「鈴の鳴る道」より 『くちなし』 

令和元年度              【目指す生徒像】 

吉岡中学校         〇よく学ぶ生徒 

学校だより         〇心豊かな生徒 

２月１日号         〇健康でたくましい生徒 

大志にいどみ 希望を燃やす 生徒と教師 

誠実てらす吉岡中学校 

R1 キャッチフレーズ 
誠実 チーム吉中 

 

 

 

3 月の主な行事 
2 日 高校入試適性検査面接   13 日 3 年生修了式 
4 日 高校入試 追検査     16 日 第 73 回卒業式 
6 日 ３年生を送る会      19 日 立志式 
9 日 入学許可候補者発表    26 日 修了式 

  

  

 1 月 9 日木曜日に第 3 回防災訓練を行いました。

今回は、「休み時間に地震が起こり、その後火事が発

生したため、校庭に避難する」という設定で行われま

した。教室に先生方がいない状況で、自主的に動くこ

とができるか否かを確認することもできました。 

 担当の後藤先生と窓の様子を確認していました

が、「地震の放送と同時に窓を開け、次の火災の放送

と同時に窓を閉める」という行動ができていました。

これも、指示されなくても自分の身を守ることがで

きることが実証できました。 

今回、避難にかかった時間は、2 分 01 秒でした。

昨年までは 2 分 50 秒くらいかかっていましたが、今

日はそれを大幅に塗り替えることができました。 

 また、ここに整列したときの態度も素晴らしく、こ

こに集合したときの皆さんの息づかいが聞こえるだ

けで、無駄な話をしている人もなく、先生方が来る前

に人数確認をしていました。いざというときには、指

示される前に行動できることが大切です。  

 訓練にもかかわらず真剣に活動できる皆さんのす

ばらしさを実感できました。これからも同じ気持ち

で参加していき 

ましょう。そし 

て、いざという 

ときに周りの人 

を助けることが 

できるといいで 

すね。 

防災訓練 

  
真剣に校庭に避難してくるようす 

『聞き上手』は、ただ「聞く」ということだけでは終わらない。耳に「目」と「心」を「＋

（プラス）」して『聴き上手』となり、お客様と理解共有を深めていくことが次のステップ。さ

らに、お客様に最適なソリューションを提供できる、気が「利」く『利き上手』となり、最終

的には、それらの取り組みの成果がお客様の利益に貢献し「効」果の出る『効き上手』となっ

て、はじめて『きき上手』は完結する。（埼玉県信用金庫理事長 橋本義昭さん） 


